
No. 図書番号 図書名称 該当頁 適正化内容 提出年月日 備考

1 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

目次
設計進捗に伴い，80A型（ねじ込み取付式）の項目を追加しました。
また，項目の追加に伴いページ番号を適正化しました。

2022/11/2

2 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.1
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，以下のとおり記載を適正化しました。（下線部参照）
（旧）床ドレン逆止弁は，浸水防護施設としてＳクラス施設に分類される。
（新）床ドレン逆止弁は，浸水防護施設としてＳクラス及びＣクラス施設に分類される。

2022/11/2

3 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.1 80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表2－1に設置場所，設置階及び高さを追加しました。 2022/11/2

4 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.2,10,11,14,16,
17,21～24,28

80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表2－2の構造計画に80A型（ねじ込み取付式）を追加しました。
また，以降のページに「ボルト取付式」と「ねじ込み取付式」を識別する記載を追加しました。

2022/11/2

5 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.5,6
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表2－4の記号の説明に80A型（ねじ込み取付式）の取付部の応
力評価に必要な記号を追加しました。また，フロートガイドの本数nfを追記しました。 2022/11/2

6 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.6

他図書との整合のため，表2－4の記号の説明のうちƒｔｏの記載を以下のとおり適正化しました。（下線部参照）

（旧）ｆｔｏ　引張力のみを受けるボルトの許容引張応力（ｆｔを1.5倍した値）

（新）ƒｔｏ　引張力のみを受けるボルトの許容引張応力（ｆｔを1.5倍した値）
2022/11/2

7 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.6

他図書との整合のため，表2－4の記号の説明のうちƒｔsの記載を以下のとおり適正化しました。（下線部参照）

（旧）ｆｔs　引張力とせん断力を同時に受けるボルトの許容引張応力

（新）ƒｔs　引張力とせん断力を同時に受けるボルトの許容引張応力（許容組合せ応力）
2022/11/2

8 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.7,13～15 80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，評価部位に取付部を追加しました。 2022/11/2

9 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.10,11
表4－3として，80A型（ねじ込み取付式）の固有周期の計算条件を追加しました。また，表の追加に伴い以降の
表番号を適正化しました。

2022/11/2

10 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.11 表4－4に80A型（ねじ込み取付式）の固有周期の計算結果を追加しました。 2022/11/2

11 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.12 80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表5－1のうち耐震重要度分類にＣクラスの記載を追加しました。 2022/11/2

12 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.13～15

他図書との整合のため，表5－2及び表5－4の許容限界（ボルト）の組合せ応力を以下のとおり適正化しまし
た。（下線部参照）
（旧）許容限界（ボルト）　組合せ：ｆ ｔｓ
（新）許容限界（ボルト）　組合せ：ƒ ｔｓ

2022/11/2
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No. 図書番号 図書名称 該当頁 適正化内容 提出年月日 備考

13 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.13

他図書との整合のため，表5－2の注記＊4を以下のとおり適正化しました。（下線部参照）
（旧）＊4：せん断応力と引張応力の組合せ応力
せん断応力と引張応力を同時に受けるボルトの許容引張応力ｆｔｓは，次のいずれか小さい方の値

 　　ｆ ｔｓ＝1.4∙ｆｔｏ－1.6∙τ

 　　ｆｔｓ＝ｆｔｏ
（新）＊4：せん断応力と引張応力の組合せ応力
せん断応力と引張応力を同時に受けるボルトの許容引張応力ƒｔｓは，次のいずれか小さい方の値

 　　ƒｔｓ＝1.4∙ƒｔｏ－1.6∙τ

 　　ƒｔｓ＝ƒｔｏ

2022/11/2

14 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.14
表5－3のうち80A型（ボルト取付式）及び300A型（ボルト取付式）の基礎ボルトの材質を「SUS316」から
「SUS316L」に見直しました。また，見直しに伴いＳｙ，Ｓｕ，Ｆの値を適正化しました。

2022/11/2

15 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.14 80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表5－3に80A型（ねじ込み取付式）を追加しました。 2022/11/2

16 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.15 80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表5－4に80A型（ねじ込み取付式）を追加しました。 2022/11/2

17 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.14,28 基礎ボルトの材質の見直しに伴い，表5－4及び表7－1の基礎ボルトの許容応力の値を適正化しました。 2022/11/2

18 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.15
床ドレン逆止弁が設置されている各基準床レベルのうち，最大となる設計震度を設定していることが分かるよう
にするため，表5－5に各床ドレン逆止弁が設置される据付場所及び床面高さを追記しました。

2022/11/2

19 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.15
表5－5の注記＊３を以下のとおり適正化しました。（下線部参照）
（旧）＊3：設計用震度Ⅰ（基準地震動Ｓｓ）を上回る設計震度
（新）＊3：設計用震度Ⅱ（基準地震動Ｓｓ）を上回る設計震度

2022/11/2

20 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.19,20 80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，「5.5　計算方法」に「(4)取付部」として評価内容を追加しました。 2022/11/2

21 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.21,25,26
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表5－8として，80A型（ねじ込み取付式）の応力評価に用いる計
算条件を追加しました。

2022/11/2

22 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.22,24 表5－6及び表5－7の基礎ボルトの材質を適正化しました。 2022/11/2

23 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.28 表7－1に（単位：MPa）を追加しました。 2022/11/2

24 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.28
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表7ー1に80A型（ねじ込み取付式）の応力評価結果を追加しまし
た。

2022/11/2

25 NS2-添2-011-14
Ⅵ-2-10-2-10　床ドレン逆止弁の耐震性に
ついての計算書

P.29

床ドレン逆止弁が設置されている各基準床レベルのうち，最大となる加速度を設定していることが分かるように
するため，表7－2に各床ドレン逆止弁が設置される設置床及び据付場所を追記しました。また，評価用加速度
に対して以下の注記を追加しました。
注記＊1：評価用加速度は，床ドレン逆止弁が設置されている各基準床レベル

　　のうち，最大となる加速度を設定した。
　＊2：設計用震度Ⅱ（基準地震動Ｓｓ）を上回る設計震度

2022/11/2

26 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

目次
設計進捗に伴い，80A型（ねじ込み取付式）の項目を追加しました。
また，項目の追加に伴いページ番号を適正化しました。

2022/11/2

27 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.2,12,13,16,17,
21,22,26～29,32

80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表2－1の構造計画に80A型（ねじ込み取付式）を追加しました。
また，以降のページに「ボルト取付式」と「ねじ込み取付式」を識別する記載を追加しました。

2022/11/2

28 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.4 80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，図2－1の応力評価フローに取付部を追加しました。 2022/11/2
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No. 図書番号 図書名称 該当頁 適正化内容 提出年月日 備考

29 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.6,22,27,29
表2－3に弁本体の外径Ｄ１，フロートガイドの本数nfを追記しました。合わせて，重畳時に基礎ボルトに作用す

る評価に用いる受圧面の直径Ｄ6をＤ5に適正化しました。
2022/11/2

30 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.6,7 表2－3に80A型（ねじ込み取付式）の取付部の応力評価に必要な記号を追加しました。 2022/11/2

31 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.7

他図書との整合のため，表2－3の記号の説明のうちƒｔｏの記載を以下のとおり適正化しました。（下線部参照）

（旧）ｆｔｏ　引張力のみを受けるボルトの許容引張応力（ｆｔを1.5倍した値）

（新）ƒｔｏ　引張力のみを受けるボルトの許容引張応力（ｆｔを1.5倍した値）
2022/11/2

32 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.7

他図書との整合のため，表2－3の記号の説明のうちƒｔsの記載を以下のとおり適正化しました。（下線部参照）

（旧）ｆｔs　引張力とせん断力を同時に受けるボルトの許容引張応力

（新）ƒｔs　引張力とせん断力を同時に受けるボルトの許容引張応力（許容組合せ応力）
2022/11/2

33 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.9
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，80A型（ねじ込み取付式）の取付部に加わる応力の説明を追加し
ました。また，評価部位として取付部を追加しました。

2022/11/2

34 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.12,13
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表4－3として，80A型（ねじ込み取付式）の固有周期の計算条件
を追加しました。また，表の追加に伴い以降の表番号を修正しました。

2022/11/2

35 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.13
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表4－4に80A型（ねじ込み取付式）の固有周期の計算結果を追
加しました。

2022/11/2

36 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.13
読み込み図書の章番号を以下のとおり適正化しました。（下線部参照）
（旧）「5.2　強度評価方法」
（新）「5.　強度評価方法」

2022/11/2

37 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.15～17,32 80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，取付部の供用状態及び許容限界の説明を追加しました。 2022/11/2

38 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.15,16
取付部を評価部位として追加したことに伴い，表5－2の許容限界（ボルト以外）の応力評価に引張応力を追加
しました。

2022/11/2

39 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.15,17

他図書との整合のため，表5－2及び表5－4の許容限界（ボルト）の組合せ応力を以下のとおり適正化しまし
た。（下線部参照）
（旧）許容限界（ボルト）　組合せ：ｆ ｔｓ
（新）許容限界（ボルト）　組合せ：ƒ ｔｓ

2022/11/2

40 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.16

他図書との整合のため，表5－2の注記＊4を以下のとおり修正しました。（下線部参照）
（旧）＊4：せん断応力と引張応力の組合せ応力
せん断応力と引張応力を同時に受けるボルトの許容引張応力ｆｔｓは，次のいずれか小さい方の値

 　　ｆ ｔｓ＝1.4∙ｆｔｏ－1.6∙τ

 　　ｆｔｓ＝ｆｔｏ
（新）＊4：せん断応力と引張応力の組合せ応力
せん断応力と引張応力を同時に受けるボルトの許容引張応力ƒｔｓは，次のいずれか小さい方の値

 　　ƒｔｓ＝1.4∙ƒｔｏ－1.6∙τ

 　　ƒｔｓ＝ƒｔｏ

2022/11/2

41 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.16
表5－3のうち80A型（ボルト取付式）及び300A型（ボルト取付式）の基礎ボルトの材質を「SUS316」から
「SUS316L」に見直しました。また，見直しに伴いＳｙ，Ｓｕ，Ｆの値を適正化しました。

2022/11/2

42 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.16
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表5－3に80A型（ねじ込み取付式）の許容応力評価条件を追加
しました。

2022/11/2

43 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.17
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表5－4に80A型（ねじ込み取付式）の許容応力算出結果を追加
しました。

2022/11/2

3



No. 図書番号 図書名称 該当頁 適正化内容 提出年月日 備考

44 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.17,32 基礎ボルトの材質の見直しに伴い，表5－4及び表6－1の基礎ボルトの許容応力の値を適正化しました。 2022/11/2

45 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.18
床ドレン逆止弁が設置されている各基準床レベルのうち，最大となる設計震度を設定していることが分かるよう
にするため，表5－6に各床ドレン逆止弁が設置される据付場所及び床面高さを追記しました。

2022/11/2

46 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.18
表5－5の注記＊３を以下のとおり適正化しました。（下線部参照）
（旧）＊3：設計用震度Ⅰ（基準地震動Ｓｓ）を上回る設計震度
（新）＊3：設計用震度Ⅱ（基準地震動Ｓｓ）を上回る設計震度

2022/11/2

47 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.19

荷重の組合せについて適切な表現とするため，以下のとおり記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）ただし，弁本体自重Ｗｄ１と弁本体に加わる鉛直方向地震荷重ＦＶ１を組み合わせた荷重は圧縮応力σＶ１を

緩和する方向に作用するため考慮しない。
（新）ただし，弁本体自重Ｗｄ１と弁本体に加わる鉛直下向きの地震荷重ＦＶ１は圧縮応力σＶ１を緩和する方向に

作用するため考慮しない。

2022/11/2

48 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.19
適切な表現とするため．以下のとおり修正しました。（下線部参照）
（旧）図5－1　弁本体の寸法図（300A型の例）
（新）図5－1　床ドレン逆止弁本体の構造図（300A型（ボルト取付式）の例）

2022/11/2

49 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.20

荷重の組合せについて適切な表現とするため，以下のとおり記載を修正しました。（下線部参照）
（旧）ただし，フロートガイド自重Ｗｄ2とフロートガイドに加わる鉛直方向地震荷重ＦＶ2を組み合わせた荷重は圧

縮応力σＶ2を緩和する方向に作用するため考慮しない。

（新）ただし，フロートガイド自重Ｗｄ2とフロートガイドに加わる鉛直下向きの地震荷重ＦＶ2は圧縮応力σＶ2を緩

和する方向に作用するため考慮しない。

2022/11/2

50 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.22
荷重の組合せについて適切な表現とするため，「(3)　基礎ボルト a.　引張」に以下の記載を追加しました。
ただし，弁本体自重Ｗｄ１と弁本体に加わる鉛直下向きの地震荷重ＦＶ１は圧縮応力σＶ３を緩和する方向に作用

するため考慮しない。
2022/11/2

51 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.24,25 80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，「5.5　計算方法」に「(5)取付部」として評価内容を追加しました。 2022/11/2

52 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.26,30,31
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表5－9として，80A型（ねじ込み取付式）の構造強度評価に用い
る計算条件を追加しました。

2022/11/2

53 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.26,28 表5－7及び表5－8の基礎ボルトの材質を適正化しました。 2022/11/2

54 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.32,33 表6－1に（単位：MPa）を追加しました。 2022/11/2

55 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.33
80A型（ねじ込み取付式）の項目追加に伴い，表6ー1に80A型（ねじ込み取付式）の応力評価結果を追加しまし
た。

2022/11/2

56 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.32,33 表6－1に取付部の構造強度評価結果を追加したことに伴い，注記＊１に引張応力を追加しました。 2022/11/2

57 NS2-添3-015-10
Ⅵ-3-別添3-2-7　床ドレン逆止弁の強度計
算書

P.32,33 取付部の構造強度評価結果の追加に伴い，表6－1を（1/2）及び（2/2）に分割しました。 2022/11/2

58 NS2-添2-011-19
Ⅵ-2-10-2-15 貫通部止水処置の耐震性に
ついての計算書

P.9,17,21

ｆのフォントを修正しました。（下線部参照）
（旧）fｓ
       fｔｏ
　　　fｔｓ
（新）ƒ ｓｂ
       ƒ ｔｏ
　　　ƒ ｔｓ

2022/11/2

59 NS2-添2-011-19
Ⅵ-2-10-2-15 貫通部止水処置の耐震性に
ついての計算書

P.17
以下の誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）許容引張応力
（新）許容組合せ応力

2022/11/2
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60 NS2-添3-015-12
Ⅵ-3-別添3-2-9 貫通部止水処置の強度計
算書 

P.9,16,17,25

ｆのフォントを修正しました。（下線部参照）
（旧）fｓ
       fｔｏ
　　　fｔｓ
（新）ƒ ｓｂ
       ƒ ｔｏ
　　　ƒ ｔｓ

2022/11/2

61 NS2-添3-015-12
Ⅵ-3-別添3-2-9 貫通部止水処置の強度計
算書

P.16
誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）許容引張応力
（新）許容組合せ応力

2022/11/2

62 NS2-添3-015-12
Ⅵ-3-別添3-2-9 貫通部止水処置の強度計
算書 

P.12
誤記を修正しました。（下線部参照）
（旧）(4)　余震荷重（Ｋｓｄ）
（新）(4)　余震荷重（Ｓｄ）

2022/11/2

63 NS2-添3-015-12
Ⅵ-3-別添3-2-9 貫通部止水処置の強度計
算書 

P.13
表4－1について，誤記を修正しました。（下線部参
照）（旧）Ｄ＋Ｐｈ＋Ｐｄ＋Ｋｓｄ
（新）Ｄ＋Ｐｈ＋Ｐｄ＋Ｓｄ

2022/11/2

64 NS2-添3-015-12
Ⅵ-3-別添3-2-9 貫通部止水処置の強度計
算書 

P.13

表4－1の注記＊について以下のとおり修正しました。（下線部参照）
（旧）注記＊：Ｄは固定荷重，Ｐｈは静水圧による荷重，Ｐｄは動水圧による荷重，Ｋｓｄは余震荷重を示す。
（新）注記＊：Ｄは固定荷重，Ｐｈは静水圧による荷重，Ｐｄは動水圧による荷重，Ｓｄは余震荷重（動水圧を含ま
ない。）を示す。

2022/11/2

65 NS2-添3-015-12
Ⅵ-3-別添3-2-9 貫通部止水処置の強度計
算書 

P.24 表4－11の「金属ボックスの受圧面積（側面）」及び「金属ボックスの受圧面積（上面）」について単位（mm２）を
追記しました。

2022/11/2

66 NS2-添3-015-21
Ⅵ-3-別添3-4-6 貫通部止水処置の強度計
算書（溢水）

P.11

表5－1の注記＊について復水貯蔵タンクエリアの溢水量変更に伴い，以下のとおり修正しました。（下線部
参照）
（旧）注記＊：シール材（電路）及びブーツについては，内部溢水による発生圧力が最も大きく，それぞれ
0.13MPa及び0.11MPaである。
（新）注記＊：シール材（電路）及びブーツについては，内部溢水による発生圧力が最も大きく，それぞれ
0.12MPa及び0.10MPaである。

2022/11/2
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